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14 15第1章　総説

図1‐4�世界の主要文字圏概略図 図1‐5�楔形文字
　シュメール文字はもと絵のような文字を尖った
筆で線状に粘土板に書いていた。その後、葦を切
り取った尖った筆先で粘土板に押しつけて書くよ
うになったため、角張った直線状の楔形の字形と
なり、原字を横に寝かせて書くようになった。そ
の形状から楔形文字とも呼ばれる。
　その文字構成法は象形から発生したが、物をか
たどるという手法では動詞、副詞など、抽象的な
意味を表す語を表すことはむずかしい。そこで、

〈食べる〉という語は｢顔｣と｢パン｣を組み合わ
せて表す方法（漢字の会意）、〈小麦〉は音符gigに、
穀粒を意味する義符を添えて表す方法（漢字の形
声）、〈太陽〉utuという文字は〈日〉ud、〈白い〉
babbar、など隣接する意味の語にも転用する方
法（漢字の転注）、などというように、漢字の六書
と同じような構成法で用いられた。

［出典］河野六郎・千野栄一・西田龍雄『言語学大辞典　別巻　世界文字辞典』（三省堂、2001）より
［出典］河野六郎・千野栄一・西田龍雄『言語学大辞典　別巻　
世界文字辞典』（三省堂、2001）より

1  文字の分類

　世界の文字を分類すると、大きく表
語文字と表音文字に分けられる。

　　表語文字
　　　　　　　　音節文字
　　表音文字
　　　　　　　　単音文字

　表語文字は表意文字とも呼ばれてき
たが、その一つである漢字を例にする
と、「一」「山」はそれぞれ意味（「一」

は〈数の、ひとつ〉、「山」は〈地形の、

やま〉）を表すが、同時に音（「一」は
イチ、「山」はサン）をも表している。

すなわち、全体としては言語単位の上
では語を表すものであることから、「表
語文字」と名付けるのが適切である。

　これに対して、表音文字は語の音だ
けを表すものをさし、それには音節を
直接表すものと単音（音素）だけを表
すものがある。日本語の平仮名・片仮
名は前者の代表的なものであり、ロー
マ字や英語などのアルファベットは後
者に相当する。ただし、アルファベッ
トの場合、語の単位で分かち書きされ
るのが一般的である。また、ハングル

第2節 文字の分類とその歴史
のように、単音文字であるが、音節相
当で一定のまとまった形を構成するも
のも見られる（図1-4）。

2  文字の誕生と古代の文字

　現在確認されている最古の文字は紀
元前3500年頃にメソポタミアで用い
られた楔形文字（シュメール文字）で
あるが、これは、エジプトのヒエログ
リフ、インダス文明の原インダス文字、

中国の漢字（甲骨文字）や、マヤ文明
のマヤ文字などとともに表語文字であ
る。このことから、文字は表語文字を
起源としていると認められる。

　ただ、その楔形文字もすでに最古の
資料において、表語文字の用法以外に
も、音節を表す表音用法（漢字で言う

仮
か

借
しゃ

）の用法が見られる。これは、あ
る語を表す文字をその語と同じ、また
は類似の音をもつ別の語にも用いる、

いわゆる「当て字」の用法である。こ
のように、表語文字が古くから音節、

または音節の一部を表すという表音的
用法をも兼ね備えていたことは注目さ
れる（図1-5）。

　その際、楔形文字やヒエログリフな
どでは、音形を借りると同時に、意味
範疇を示す弁別的要素として限定符

（Determinatives）を用いて記された。

これは、漢字における、音を表す声符
と、意味範疇を表す義符とからなる形
声という構成原理と相通じる手法によ
るものである。

古拙文字 補　注

ka「顔、口」とninda
「パン」を会してkú
「食べる」を表す。

線の交叉によって
kúr「敵、他人の、別
の」などを指す。

　　は意符で卵また
は穀粒、　　は音符
gíg，gig「小麦」を表
す。

temen「土塁」の音
価の一部の類似から
te「近寄る」にも使
用。

原意utu「太陽」か
らud「日」、babbar

「白い」、zalag「清い」
その他に転用。

会
　
意

指
　
事

形
　
声

仮
　
借

転
　
注

前2350
　　年頃

アッシリア
　　文字

漢字圏
インド系文字圏
ラテン文字圏
アラビア文字圏
キリル文字圏
その他

注）各文字圏の内部に異なる
文字圏を含む場合がある。
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▪国訓の例
　椿　つばき（中国では霊木の
名）

　鮎　あゆ（中国ではナマズ）
　鮭　さけ（中国ではフグ）
　杜　もり（中国では木の名コ
リンゴ、ふさぐ）

　芝　しば（中国ではキノコな
ど）

　粉　デシメートル（中国では
こな）

　「粉」（こな）など中国の字義
は、日本でも使われている。
　漢字の意味や使い方を派生さ
せたり転用させたりすることに
よって、字音語にも、
　「番」（バン　見張りの意）
　「旬」（シュン　一番良い時期。
中国では十日間）

といった国訓が生じた。訓読み

が多いが、それに限らずこのよ
うに広く日本製の字の意味を国
訓と言う。また、漢字の構成要
素と構成法に再解釈・見立てを
加えることなどによって、
　「森」（もり）
　「弗」（ドル）
などの国訓も生じた。外来語の
場合は、当て字としてもとらえ
られる。

▪国字の構成方法
　会意…峠　込　榊
　形声…働　腺　鱇　鋲
　象形… （ゲレイン　ローマ
字の「Ｇ」をかたどる）

　指事…亅
もぎき

一（姓、「木」から「人」
（枝）を取り除いたもの）

　合字…粂　麿
　その他…俣（「俟」が変化し
たもの）　匁（中国での「錢」
の崩し字から）　枠（「椊」
の略字からとも言う）

　国字の例　　　出現時代

　鴫　しぎ　　　奈良時代
　榊　さかき　　平安時代
　畑　はた　　　鎌倉時代
　峠　とうげ　　室町時代
　枠　わく　　　江戸時代
　俥　くるま　　明治時代

1  国訓

　漢字は、中国から、あるいは朝鮮を
介して日本列島に伝わり、当初は、そ
れらの地での漢字の用法に従って使用
していた。たとえば、「橿」を「かし」
（木の名）として用いるのは中国で生
じた用法による訓読みであり、「椋」
を「くら」（倉）として用いるのは朝
鮮で生じた用法による訓読みである。
　日本に伝来した漢字は、日本で用い
られていく中で、次第に、あらゆる点
で日本化が起こった。たとえば字音は、
声母、韻母、声調のいずれにも日本語

化が発生し、類推などにより「輸
ユ

」

「絢
ジュン

」など慣用音まで派生した。漢字
が日本語を表記するようになると、次
第に、漢字には、中国とは異なる意味
や用法が現れる。それを国訓と呼ぶ。
　たとえ日本の筆記者が新たな文字と
して創作したつもりでも、中国の著名
な文献に先に同一の字体が存在してい
た場合には、国訓とみなされることが
ある。そうしたものも従来は、字義が
日本で拡大、派生したものと合わせて
国訓と一括りにされてきた。
　しかし、日本語の漢字を把握するた
めには、個々の漢字や使用文献の来歴

や伝播をとらえつつ、個別に検討を加
える必要がある。「杜」（もり）が、中
国での「杜甫」「杜絶」などでの使用
例を知らずにつくった結果とみなしう
るのかどうか、当時の書籍などの伝来
や識字の状況から見て、存在を知った
上で転用させたという可能性を考えな
ければならないのである。

2  国字

⃝国字の発生
　漢字は中国において歴史上常に造ら
れつづけ、周辺国に影響を及ぼした。
　そうして漢字の構成法と要素を模倣
して日本でつくられた文字を国字と呼
ぶ。造り字、和字、倭字などとも呼ぶ。
漢字文献における擬製漢字の一つとも

され、朝鮮、ベトナムでもそれにならっ
た造字が行われていた。朝鮮では、た
とえば「た（水田）」に「 」という字
をつくっていた。中国や朝鮮での造字
の影響を受けて、日本でも造字がなさ
れるようになる。なお、国字は、一国に
おける標準的な文字体系や、和字など
と同様に仮名（合字を含む）などのこと
をさすこともあるが、ここでは日本製
漢字と、それに準ずる文字のことをさ
す。漢字に包含されるが、漢字を中国
製のものに限って狭くとらえる場合、
その対として国字と言う（図2-29）。
　受容した漢字を血肉化し大衆化する
中で、仮名よりも真名という価値意識
を背景につくられ続け、使われた国字
は数千種に達すると考えられる。

第7節 国字と国訓

図
2
‐
29
『
同
文
通
考
』（「
異
体
字
研
究
資
料
集
成
」
所
収
）

［
出
典
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河
野
六
郎
・
千
野
栄
一
・
西
田
龍
雄
『
言
語
学
大
辞
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巻　

世
界
文
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辞
典
』

（
三
省
堂
、
２
０
０
１
）
よ
り
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第2節 平仮名
▶「平仮名」という呼称…「仮名」「仮
字（かな）」、「女手」とも。「か（仮）
りな（名）」→「かんな」→「かな」
となる。平安時代には、「しん（真）
の手」、「そう（草）」、「かたかな（片
仮名）」、「あしで（葦手）」などの書体
があり、これらと区別して「かな（仮
名）」と呼ばれた（『宇津保物語』）。
　「真名」（＝漢字）を公式の文字と認

めるのに対して、「仮名」は私的、臨
時的な文字とする呼称。
　「平易で一般的な仮名」の意の「平
仮名」の呼称は、室町時代の桃源瑞仙
『千字文　序』（15世紀後半）に「倭字
有三、曰片仮名者焉、曰平仮名者焉、
曰伊路半者焉」と見えるのが最も古く、
16世紀末以降のキリシタン文献にも
「Firagana」（『日葡辞書』、ロドリゲス

『日本小文典』等）と見える。
▶平仮名の生成原理…万葉仮名を楷書
様に書くことは労力がかかるので、よ
り《楽に速く》書けるようにと、万葉
仮名を崩し（＝草仮名）、さらにこれ
を簡略な形にして、整えていった。つ
まり、〈草体化〉の原理を軸として、
さらに〈簡略化〉を加えることによっ
て、平仮名がつくられたのである。

1  平仮名の成立

▶作者…弘法大師空海がつくったとい

う説は13世紀末から見え（卜
うら

部
べ

兼
かね

方
かた

『続日本紀』）、以後広く行われるが、
現存の平仮名文献は、その字体もまち
まちであって、一通りでないことなど
から、一個人の作ではなく、多くの人
の手を経て徐々に整備されていった、
社会的産物と考えられている。
▶成立時期…現物の平仮名資料は、9
世紀末から見え始め、これを遡るもの
が見えないことから、おおよそこの時
期に平仮名が生まれたと見られる。

表3‐2�平仮名の字体の変遷

資
料
名

年
　
代
あいうえおかきくけこさしすせそたちつてとなにぬね のはひふへほまみむめもやゆえよらりるれろわゐゑをん

虚
空
蔵
菩
薩
念
誦

次
第
紙
背
消
息

北
山
抄
紙
背

仮
名
消
息

秋
萩
帖

元
永
本
古
今
和
歌
集�

巻
第
一

九
六
六
年
頃

一
〇
〇
〇
年
頃

一
〇
世
紀
末

一
一
二
〇
年

所
　
在

石
山
寺

京
都
国
立
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館

東
京
国
立
博
物
館

ヤ行

［出典］松村明『大辞林　第三版』（三省堂、2006）をもとに作成
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時代に成立し、中国の「〻」を誤認し
てできた和字とも、漢字の「二」が崩
れて次第に変化したとも説かれ、さら
に「同じ」の意を表す「僉」の省文を
字源とする説も出されるが、いずれも
俄には決めがたい。中国では、先秦時
代より漢字列の反復に「ゝ」「ヽ」「〻」
を用いており、漢字Ａの反復に「Ａ〻」
のように書き表し、漢字二字以上の文
字列ＡＢについては「Ａ〻Ｂ〻」「Ａ
Ｂ〻〻」の二形式が存した。
　日本語の踊り字は、この漢字の形が
仮名へと及んで発達したものである。
　平仮名の場合、当初二字以上繰り返
す形式に種々のものがあったが、連綿
の書法が「ゝゝ」にも行われて平安時
代の10世紀後半には「〱」の形が見
えるようになる。片仮名では、この形
は平仮名よりやや遅れて院政期頃に出

現するようである。
　特に、片仮名文の場で用いられた
「〱」の形は、院政期から鎌倉時代に
かけてその起筆位置に変化が生ずるよ
うであり、12世紀から14世紀にかけ
て、その起筆位置が徐々に下方に移動
するようになる（図5-11）。これは、
書記労力の軽減を要因とすると考えら
れている。
　また、現代では、IT時代を迎えパ
ソコンが普及するにつれ、電子情報と
して扱う踊り字の用法が今後どのよう
になってゆくかが問題となろう。ワー
プロソフトの一太郎やワードでは、
「々」字は「どう」と仮名で入力すれ
ば変換することができ、それ以外の踊
り字は、「ヽ」「ヾ」「ゝ」「ゞ」「〱」「〲」

が用いられている。

　一つの文の終わりを示すのが句点
で、文の成分が直後の成分を修飾しな
い時に区切りを示すのが読点である。
句点は「。」もしくは「．」、読点は「、」
や「，」が用いられる。1954（昭29）
年に依命通知された「公用文作成の要
領」では、横書きの場合の句読点は、
「，」と「。」を用いることになってい
るが、一般日常文では「、」と「．」の
組み合わせで書かれることも少なくな
い。学校教育の現場では通常は「、」
と「。」を用いている。

▶読点の打ち方…個人によってかなり
幅があり、統一的な表記法はないが、
①文の主題を示す語句のあと、②文の
中止するところ、③条件や理由をあげ
る語句のあと、④接続詞や感動詞のあ
となど、おおよその目安となる打ち方
はある。
▶句読点の起源と展開…日本の句読点
の起源は、漢文訓読に求められる。奈
良時代の『李

り

善
ぜん

注
ちゅう

文
もん

選
ぜん

抜
ぬき

書
がき

』に文や
句の切れ目に「、」を施すのが実際の
文献例として最古であり、以後平安時

第5節 句読点

図5‐11�踊り字の起筆位置の変遷（片仮名の場合、イメージ図）
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（南北朝）
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